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〈沿革の概要〉

く創設時の経緯〉

京都大学附属図書館の歴史は、明治30年 6月18

日勅令第209号をもって京都帝国大学が創立され、

同日、勅令第211号をもって公布された京都帝国大

学官制によって附属図書館の設置が定められたこ

とに始まる。

すなわち、附属図書館は本学の開学とともに発

足し、ただちに理工科大学教室の一部に仮図書室

を設け、購入図書並びに文部省、東京帝国大学、

第三高等学校及び帝国図書館等から移管された図

書の整理を始めるとともに、明治31年 7月、附属

図書館最初の建築として煉瓦造 2階建の書庫(第

1書庫、現・文学部書庫)を建設、ついで翌32年

7月、閲覧室及び事務室が竣工、同年12月11日、

事務室をこの建物に移し、新営の閲覧室において

閲覧業務を開始した。爾来、附属図書館は、この

日をもって創立の日としている。

その後、明治36年4月煉瓦造3階建の新書庫(第

2書庫、本年 3月まで使用)を、明治40年 5月に

事務室の増築を行ない、こえて大正 7年 3月、煉

瓦造平屋建を別個に建築し、さらに大正14年 7月

鉄筋コンクリート造 4階建の書庫(第 3書庫、本

年 3月まで使用)を増築した。また、蔵書の充実

と閲覧者の増加に伴い、昭和 8年には、当時の法

経新館 2階に第 2閲覧室を開設した。

く旧館〉

昭和11年 1月24日午前10時50分頃、第 1閲覧室

の天井より出火し、設立当初建築した木造閲覧室

を焼失した。このため閲覧業務は第 2閲覧室と本

部(時計台) 2階大ホールを使用して行なわれた。

この頃、すでに新図書館建設の計画がまとめら

れており、地上 3階、地下 1階、書庫 7層、総面

積延約7，260m'の規模とし、各室の施設、設備につ

いても、図書館の機能を十分に果し得るよう考慮

し設計されていた。しかし、戦時中の諸般の事情

により着工延期となり、昭和15年 1月に至り漸く

着工されることになったが、激化する戦局と大戦

への拡大によって、当初の構想、も地上 2階までに

とどめられ、鉄筋コンクリートの外部は完成した

ものの、内装、外装とも未仕上げのまま放置され

系冬戦をむかえた。

戦後の最悪の諸条件のもとで、とりあえず閲覧

室及び事務室など緊急を要するものの補修が行な

われ、昭和23年 3月、閲覧室及び事務室をこの新

館(旧図書館)に移した。こえて昭和29年、書庫

部分が完成した。これにより、図書館の延面積は

5，406m'となった。

く図書館活動の発展〉

このように図書館施設の拡充がはかられる一方

で、資料の充実にも力が注がれ、昭和32年12月に

国際地球観測年事業のーっとして地磁気世界資料

室、昭和34年 4月にはアメリカ研究センター図書

室、また、昭和40年 6月には、アメリカのエール

大学のHRAF(Human Relations Area Files) 
資料配布館となり、本館にHRAF室が開設された。

一方、図書館利用の拡大により、昭和38年12月

に開架図書室、昭和43年 4月2階に新聞閲覧室を

開設し、同年 7月には館内を改装して新たに 1階

に第 2関覧室と雑誌室を設けた。さらに夜間開館

時間を昭和54年から午後 9時まで延長した。

蔵書も年々増加の一途を辿り、昭和53年には所

蔵数も50万冊を超えた(因みに、全学の蔵書数は、

このとき、約400万冊、年間増加冊数は約10万冊)。

また、同年より文部省から全国共同利用図書購入

費の配賦をうけ、人文・社会科学系の大型コレク

ションも蔵置するようになった。

図書館機能の中心は、図書館資料を有効に、か

っ多くの利用者の利用に供することにある。その

ための重要な仕事の一つは図書目録の整備である

が、本館は創立以来、全学受入図書の総合目録を

完備しており、その他のサービス業務でも、昭和

33年に文献複写サービスを開始したのをはじめ、

文献資料の国際交換サービスも、その要請に積極

的に応じるとともに、昭和43年には学内図書相互

利用について、学内各部局の協力を得て利用手続

きを簡略化した。さらに図書館活動の活発化と利

用者とのコミュニケーションをはかるため、昭和

39年 9月から館報「育訓告』を刊行し、現在75号を

数えるに至っている。

く新館建設の経緯〉

昭和40年代に入ると、学術研究の急速な発展と

学術情報流通メディアの長足の進歩とによって、

図書館業務のあり方について、新たな見直しが重

要な課題となるに至った。附属図書館では、昭和

41年 4月、商議会のもとに運営改善特別委員会を

設けて検討し、図書館運営の近代化策をまとめ、

さらに昭和46年 3月に京都大学ライブラリー・シ

ステムの試案及び図書館業務の機械化についての

考え方をまとめた。

この頃から図書館増改築について検討がはじめ

られ、昭和49年12月、運営改善に関する委員会を

設置、当面の図書館の改善と将来を展望した図書

館づくりについて、同委員会に小委員会を設けて

検討がはじめられた。また、昭和53年 7月には、

前記運営改善に関する委員会の構想をふまえて、

具体的な業務上のサービスとそれに伴う諸施設に

ついて検討するため、施設・サービス委員会を発

足させ、附属図書館新営構想の策定に入った。

その後、新館建設の実現には曲折があったが、

昭和55年10月、全面建替えが関係当局によって認

められ、昭和56年 1月、商議会は「京都大学附属

図書館新営計画」を決定、同年12月新営工事がは

じめられ、昭和58年10月20日、地上 4階、地下 2

階、総面積14，000m'の図書館が竣工、昭和59年 4

月開館を迎えたO



氏 名 京工 任 退 任

島 文次郎 明治32.11. 6 明治43. 7. 25 

石川 43. 7. 25 44. 10. 

文博 新村 出 44. 10. 昭和11.10.19

文博 羽田 てE二?二コ 昭和11.10.19 13. 11. 25 

経博 本庄栄治郎 14. 1. 17 17. 7. 28 

文博 沢潟久孝 17. 9. 22. 5. 31 

文博 原 随園 22. 5. 31 24.11. 8 

文博 泉井久之助 24.11. 8 32. 7. 15 

法博 田中周友 32 7. 15 38. 7. 14 

文博
足(事務取利扱)惇 氏

38. 7. 15 38. 7. 25 

経博 堀江保蔵 38. 7. 25 41. 7. 24 

工博 宍戸圭 41. 7. 25 46. 3. 31 

平岡武夫 46. 4. 48. 3. 31 

ネホ 良平 48. 4. 57. 3. 31 

工博 高村仁 57. 4. 



新図書館の開館にあたって

京都大学の長い間の夢の一つが、美しい装いと

豊かな機能をそなえた図書館として、いよいよ開

館の運びとなりました。まことにご同慶にたえま

せん。読みたい本がほしいと思う時に手に入り、

希望の文献が手際よく検索でき、書庫内で自由に

拾い読みして思わぬ本や文章と出会い、妨げのな

い環境で読書と思索にふけり、また分野を越えた

学問の交流の場が提供される、大学人のこんな夢

を満たせる図書館でありたいとの希いが、新しい

図書館には龍められております。

京都大学が新しい図書館の建設を目指すように

なったのは、今から 10年も前の林良平前館長時代

のことであります。当時Jすでに建物の老朽化が

すすみ、また、面積不足や機能的な面で、図書館

活動を拡大していくことが極めて困難な状況にな

りつつありましたO このような状態を打開するた

め，建物の増築ないしは新営によって、図書館運

営の近代化をはかることが緊要の課題となってま

いりました。

附属図書館商議会は、昭和49年12月に運営改善

に関する委員会、昭和53年 7月には施設・サービ

ス委員会を設置し、将来を展望した図書館づくり

の構想をまとめました。新館の建設は、その構想

実現の一環をなすものであります。

新館の実現までには、種々の曲折がありました

が、関係各位のご尽力とご支援により、昭和56年

度の国立大学施設整備事業として、京都大学附属

図書館の新営が、文部省によって認められるに至

りました。

新館は、昭和56年12月に着工以来、約 2年の歳

月と27億円の巨費を投じて、昭和58年10月に竣工

いたしました。この間、利用者各位には多大のご

迷惑をおかけしましたが、仮移転の期間中、閲覧

室、事務室、書庫等を貸与くださった法学部、理

学部をはじめ各部局の全面的なご協力により、図

書館業務を円滑にすすめることができました。

新館の延面積は、旧館の約 3倍(14， OOOrrf )で

あり、開架図書室、参考図書室、雑誌閲覧室など

の充実はもとより、これまでになかった研究個室、

共同研究室、教官談話室およびAVホールなど各

種の施設・設備が新設されました。この恵まれた

環境のもとで、何よりも大切なことは、図書館が

利用しやすく、親しみやすい、自由な雰囲気の漂

う思索の場となるよう、具体的な運営について様々

附属図書館長高村仁一

な工夫と新しい施策を講じなければならないこと

であります。とくに附属図書館にとっては、五十

有余の図書館(室)からなる全学図書館システムの

中央館として、ハーバード方式とも呼ばれる〈調

整された分散方式〉を、どのように機能させてい

くかが重要な課題であります。

附属図書館は、これまで主として学生を中心と

した学習・調査活動を支援する学習図書館として

の役割を果してまいりました。この役割は、益々

発展させなければなりませんが、今後は、研究図

書館、保存図書館および総合図書館としての機能

の充実にも積極的に取り組んで、まいります。研究

図書館機能としては、例えば、全学的な収書・収

納計画にもとづく高額参考図書の集中配置、パッ

クナンバーセンターの設置、工学部の協力を得て

実施される化学系新着雑誌の集中配置、その他文

献資料の提供業務やテレックスによる研究情報の

交流などがあります。このような研究図書館とし

ての機能は、今後の京都大学附属図書館を特徴づ

けるものになると存じます。さらに保存図書館機

能としては、 100万冊の収蔵力をもっ書庫の整備と

パックナンバーセンターの効率的な運用、並びに

書庫内の自由閲覧など従来の保存図書館の概念か

らの脱皮をはかるとともに、総合図書館機能とし

ては、部局図書館(室)の独自性を尊重しつつ、全

学的な有機的連繋を一層緊密に保ち、情報処理セ

ンター的な機能を整備すること、および地域セン

ター館としての役割をふまえ、各種の施設・設備

を利用した図書館活動の総合化をはかつていきた

いと存じます。

附属図書館は、学術情報と文献資料の提供を通

じて、教育・研究活動を支援する機構であります。

私どもは、図書館を「支援機構J であると自ら明

確に規定することにより、その任務を深く認識し、

積極的な役割を果してまいります。

新しい図書館の開館を迎えて、この図書館を学

生諸君並びに教職員の方々に十分に活用していた

だき、伝統を誇る京都大学のアカデミズムが一層

の光彩を放つのに役立ちますよう、鮮明な図書館

像の確立をめざして努力いたす所存であります。

終りに、新図書館の建設と整備に心を砕いてい

ただいた関係各位に深甚の謝意を表します。
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1 F メインカウンター
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州向蜘

1.2 F吹抜けとロビーラウンジ

2F開架閲覧席北側
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3F特殊資料室 (HRAF資料)

3F研究個室

3F AVホ-)レ
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〈配置図〉
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〈平面図〉
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附属図書館工事概要

設 計京都大学施設部

株式会社富家建築事務所

株式会社末松設備綜合コンサルタント

監 理京都大学施設部

工 期着土昭和56年12月26日

竣工昭和58年10月20日

施工建 築 戸田建設株式会社

電 気設 備 関東電気工事株式会社

空気調和衛生設備 新菱冷熱工業株式会社

通 信設備 東邦電気工業株式会社

エレベータ一 日本工レベーター製造株式会社

4需 造鉄骨鉄筋コンクリー卜造り CS.R.C)

地上4階地下2階塔屋 1階

面 積建築面積 2，477.86m
2 

延床面積 14， 011 . 25m
2 

地下 2階 2，353.21 m
2 

1階 2，353.21 m
2 

地上 1階 2，319.29m
2 

チ 2階 2，168.70m
2 

チ 3階 2，297.98m
2 

チ 4階 2，262.09m
2 

塔 屋 階 256.77m
2 

仕上概要

タ卜 装

壁 レンガタイル張り(フランス張り)

屋根勾配部 耐候性鋼板曲げ加工酸化安定化処理

屋 根合成高分子シート防水の上耐磨耗性保護材吹イオ

建 具アルミ二ュウム製(電解着色仕上)

カーテンウオール 耐候性銅板曲げ加工 酸化安定化処理

銅製建異グラファイト塗装

- 17 -



内装(主要内部仕上)

主「占『 名 床 壁 天 井

合成樹脂工マルジョン
集密書庫 合成樹脂塗り 不燃化粧石膏ボード張り

ペイン卜仕上

木軸下地の上 木軸下地米杉板
貴重書庫 米杉板張り

ブナフローリング張り 落し込み

ロックウール吸音板張りの上
工ントランス

力一ペットタイル張り レンガタイル張り 合成樹脂工マルジョンペイン卜
ホ jレ

仕上

ロックウール吸音板張りの上
ゆず月九状模様吹イヲ

開架閲覧室 力一ペットタイル張り 合成樹脂工マルジョンペイン卜
クリヤ-

仕上

有孔化粧天然木目 ロックウール吸音板張りの上

AVホール 力一ペットタイル張り けい酸力ルシュウム 合成樹脂工マルジョンペイント

板張リ 仕上

ロックウール吸音板張りの上
化粧天然木目シート

大会議室 カーペットタイル張り 合成樹脂工マルジ、ョンペイン卜
シート張り

仕上

タト 構

正面玄関

<床>レンガタイル張り <軽天井>耐候性鋼板曲げ加工

酸化安定化処理底白地張り 身障者用スロープ

搬入用スロープ 植栽自転車置場

主要設備

空気調和設備

方式

閲覧室

事務室

会議室|天叩型ファン山口卜方式(脚

資料室

その他

AVホ一ル 空〉冷令式パ、ツソケ一ジジ、型空調機全ダダ、クト方式(単独系統)

電子言計十算機室 空〉冷令式パ、ツソケ一ジ型空調機方式

庫室
E重量

(
歪〉令式パッケージ型空調機全ダクト方式(単独系統)

18 



熱源

ガス直焚 2重効用吸収式冷温水発生機 313RT 1台

取出温度温水550C，冷水 70C

換気設備

地下 1，2階書庫(貴重書庫を除く。)は，空調機でタ卜気を湿湿度処理し送気，

強制排気(小型除湿機52台併用)

給排水・ガス・消火設備一式

昌三日止=壬九J主~
司~ヌ\'õ又|胃

照明設備

し 2階閲覧室及び全館共用部分はマイクロコンビューターによる照明制御，

省電力型蛍光灯を採用

昇降機設備

利用者用エレベーター(乗用11人乗り 位加機能=車椅子対策及び視覚

障害者対策，地震管制運転，火災管制運転) 1基

管理用エレベータ- 1基

通信・防災設備

通信設備

館内専用電子式自動電話変換機 (96回線)

ハロンガス消火設備

防災設備

自動火災報知設備，非常警報設備，ガス漏警報設備その他(複合受信機110回線)

拡声設備

自動入退館設備 (10力一ド・システム及びブックデ、ィテクション-システム)

電子計算機 (FACOM V-830，及び周辺機器)

電動集密書架

総工費 2，677，500，000円

建築 2，030，550，000円

設備 646，950，000円

ハ同
U



附属図書館の現況

開館時間

平日 午前9時 午後9時

土曜巳 午前 9時一一午後 5時

ただし， 1月6日-1月10日， 7月21日-8月4日

8月16日-9月10日の各期聞は

平日 午前9時一一午後 5時

土曜日 午前9時一一午後 5時

休館 日

日曜日，国民の祝日，本学創立記念日(6月18巴)， 4月 1日-4月5日

8月5日-8月15日 12月25日一翌年 1月5日 毎月末日(末日が日曜日に

あたる場合は，その前日)

主な利用対象者数 (58.5. 1) 

学部学生

大学院生

教職員

11，345名

3，463名

5，710名

閲覧座席

開架閲覧室|参考図書室|雑誌閲覧室|自由閲覧室|研究個室

600席 I 70席 40席 I 100席 13席

新聞ラウンジ，貴重図書閲覧室，特殊資料室，共同研究室等は含まない。

蔵書数 (58.5. 1) 

図書(冊) 雑誌(種)

手口 2，203，587 21，640 

三Eヨ主 (389，240) (4，016) I 

j羊 1，955，090 23，954 

三Eヨ主 (156，079) (3，450) 

ic三コb 4，158，677 45，594 

言十 (545，319) (7，466) 

( )内は附属図書館
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年間矯加冊数(昭和57年度)

ノヨハ三¥ 子Aム4、 附属図書館

和書 53，519 6，527 

洋書 55，807 3，466 

合計 109，326 9，993 

書庫収容力

約105万冊うち バックナンバーセンター40万冊

事務組織

「一庶務掛

総務課長 | 

L__経理掛

受入掛

整理課長

事務部長斗 L専門員

和漢書目録掛

洋書目録掛

閲覧貧イヲ掛

参考掛

閲覧課長 学術情報掛

書庫掛

相互協力掛

職員数 (58.5. 1) 

66名(非常勤職員を含む。)

定期刊行物

京都大学附属図書館報同抑制 1年 4回発行
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京都大学附属図書館

干606京都市左京区吉田本町

TEL (075) 751 -2111 
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